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議   題 
（１）古河市立小中学校の適正規模・適正配置等に関する答申（提言書）

（案）について 

議   事 

 

（１）古河市立小中学校の適正規模・適正配置等に関する答申（提言書）

（案）について 

 

・提言書（案）の各章ごとに審議を行った。主な意見と事務局の対応は

以下のとおり。 

 

【第１章】 

 

【第２章】 

ページ 主な意見 事務局の対応 

３ 

・現状として、児童生徒数の推移が

記載されているが、令和 10 年度

の推計人数を示すことに問題は

ないのか。 

・住民基本台帳を元に

推計しており、現状

として含めることに

問題はない。 

ページ 主な意見 事務局の対応 

７ 

・「①１学級あたりの児童生徒数が

30 人程度であれば、学級運営を

しやすいと考えます。」とあるが、

教職員側の視点だけではなく、児

童生徒側の視点でもメリットが

あることを加えるべきではない

か。また「30 人程度」という記

載はこれで良い。 

・左記の内容を提言書

に加える。 



 

【第３章】 

 
 

８ 

・「古河市の適正配置の基準につい

て」、第３回会議において、小学

校の学年による体力差を考慮

し、小学校の通学距離の基準を

「2.5～４㎞」としているが、内

容がこのページに反映されてい

ないのではないか。 

・本章においては、最

長の通学距離の基準

を示す必要があるた

め、左記の意見につ

いては、第３章の「配

慮事項」において反

映させる。 

ページ 主な意見 事務局の対応 

10 

・「古河市においては少子化の影響

により学校の小規模化が進む見

込みです。特に、市街化調整区

域（※）は、住居の新築に制限

があるため人口の流動性が少な

く、学校規模が小規模化しやす

いと考えられます。」とあります

が、古河市が実施している移住、

定住促進に関する対策を加える

べきではないか。 

・左記の内容を提言書

に加える。 

11 

・中学校のエリア分けが「古河」

「総和」「三和」と表記している

が、古河市は一つの古河市であ

るため、小学校と同様に「西部」

「中央部」「東部」としてはどう

か。 

・左記の内容を提言書

に加える。 

－ 

・古河市が実施している学校給食

費の公費負担などの子育て支

援、定住促進の取組みを提言に

盛り込むこと検討してみてはど

うか。 

・第３章の「おわりに」

に加える。 

備   考 

・審議会終了後、委員から中学校のエリア分けについて「中央部」ではな

く「中部」としてはどうかとの意見あり。第６回会議において審議する

こととした。 

 


